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第２次瑞穂町環境基本計画について  
 

１  第 2 次瑞穂町環境基本計画策定の趣旨  

平成 21 年 3 月に「瑞穂町環境基本計画」を策定、平成 26 年

度に中間的見直しを行い「瑞穂町環境基本計画（改訂版）」を策

定し、瑞穂町の環境保全等に資する施策の総合的な推進をはかっ

てきました。  

豊かで便利な生活を享受する一方で、温室効果ガスの排出によ

る地球の温暖化による影響から地球環境の悪化が懸念されてい

ます。  

こうしたことから、平成 30 年に現行計画の計画期間が満了す

ることに伴い、平成 31 年 3 月に、第１次計画の再評価を踏まえ、

国や都道府県の政策、社会等の情勢に応じた「第２次瑞穂町環境

基本計画」を策定しました。  

 

 

２  計画の位置づけ  

  「第 2 次瑞穂町環境基本計画」は、瑞穂町環境基本条例に基づ

いて策定し、「第４次瑞穂町長期総合計画後期計画」を上位計画

とした環境分野の基本計画（マスタープラン）として位置づける

ものです。  

このため、まちのすべての個別計画・行政施策の策定にあたっ

ては、環境基本計画の趣旨を尊重し、環境への配慮を織り込むこ

ととします。  

また、環境保全等に関係する個別計画に基づく施策の策定・推

進にあたっては、個別計画に基づく進行管理との連携をはかって

いきます。  

 

３  計画の主体  

瑞穂町環境基本計画を推進する主体は、町、町民及び事業者と

します。  

これら３者は、環境基本条例に規定するそれぞれの責務を踏ま

え、環境保全等の目標を達成するために取組を進めていくことと

します。  

 

●町の役割   町は、率先して環境配慮行動を実行し、計画の

目的及び内容については町民、事業者、各種団体
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に対して普及・啓発活動などを進め、その趣旨の

周知徹底に努めます。  

環境事業を総合的に整備し、積極的な情報の提

供を行い、町民及び事業者の参加の推進を図って

いきます。   

 

●町民・事業者の役割   計画の趣旨を理解し、自らの責任に

おいて環境に配慮した生活に切り替え

ていけるよう、家庭、学校、職場、地

域など多種多様な機会をとらえ、優れ

た環境の保全及び新たな快適環境の創

出についての教育・学習を推進します。 

 

４  計画の対象範囲  

  計画の対象区域は、瑞穂町の行政区域全体とします。なお、町

が単独で行えない場合や連携することによって効果が得られる

場合は、周辺の市町村や東京都、国との協力を検討することとし

ます。  

 

５  計画の期間  

  計画の期間は、令和元年度から令和 10 年度までの 10 年間と

し、社会状況の変化や計画の進捗状況を踏まえ、必要に応じて計

画の見直しを行います。  

 

６  進行管理  

  計画の進捗状況の確認方法は、計画自体の進捗状況、町の施策

の実施状況及び町民・事業者の取り組み状況でそれぞれ異なりま

す。  

  町の施策については、第 2 次瑞穂町環境基本計画で５つの望ま

しい環境像について定め、町の取り組みから 18 項目の環境目標、

指標を設定し、目標の達成を目指していきます。  

  町民・事業者の取り組み状況の確認については、参加者数など

を統計的に把握できるものは毎年、確認します。意識、行動など

に関わる部分は適切な時期に、アンケート調査により把握するも

のとします。  
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 基本目標、望ましい環境像と基本方針

【体系図】

基本目標 望ましい環境像 基本方針 施策

■総合的に温室効果ガスの排出抑制に取り組んでいきます

■省エネルギーに取り組んでいきます

■再生可能エネルギーの利用に取り組んでいきます

■自動車排出ガスによる環境負荷を低減していきます

■フロンなどの適正処理及び使用抑制をすすめていきます

■気候変動の影響への適応をすすめます

■地球環境問題に関する情報を提供していきます

■家庭から出るごみを減らします

■事業者が排出するごみを減らします

■町全体のごみを減らします

■不法投棄・不適正排出を防止していきます

■災害発生時における生活環境確保のために備えます

■ごみの適正処理に関する情報を提供していきます

■資源の再利用をすすめていきます

■環境に配慮した製品の利用をすすめていきます

■緑地を保全し、育成していきます

■農地の保全をすすめていきます

■緑を守り育てるための住民活動を推進していきます

■生き物が棲みやすい環境づくりをすすめていきます

■生物の生息状況等についての情報を提供していきます

■水辺を保全していきます

■流域自治体などと連携し、良好な水環境を創っていきます

■調査・監視体制を充実し、情報を提供していきます

■固定発生源からの環境負荷を低減していきます

■悪臭を防止していきます

■調査・監視体制を充実し、情報を提供していきます

■水を汚す物質の排出を防止していきます

■調査・監視体制を充実し、情報を提供していきます

■騒音・振動の発生を防止していきます

■騒音を調査し、情報を提供していきます

■土壌汚染の防止対策を推進していきます

■地盤沈下の防止対策を推進していきます

■汚染状況を調査し、情報を提供していきます

様々な公害を防いでいく
ために

■有害化学物質による汚染を防止していきます

■瑞穂の特性を生かした景観づくりをすすめていきます

■景観についての意識向上をはかっていきます

■人にやさしいまちづくりをすすめていきます

■憩いのあるまちづくりをすすめていきます

■環境教育、環境学習をすすめていきます

■環境に関する様々な情報を提供していきます

連携・協働による取組を
広げていくために ■様々な活動を支援していきます

豊かな緑を守り、育てて
いくために

自然とふ
れあい、
安心して
暮らせる
まち　みず
ほ

快適で美しいみずほを
創っていくために

魅力ある温かいみずほを
創っていくために

みんなで学び、協力して
いくために

狭山丘陵をはじ
めとする豊かな
緑とさまざまな生
き物を守り、育
て、人と自然が
共生するまち

きれいな空気・
水、清らかな土
地を大切にし、
みんなが安心し
て暮らすことの
できるまち

歴史と文化を大
切にし、みんな
が快適に暮らせ
るまち

温室効果ガスの排出抑
制のために

気候変動への適応をす
すめるために

ごみを減らし、環境負荷
の少ない暮らしのために

資源の効率的な利用の
ために

地域から地球環
境の保全に貢献
し、次の世代に
地球を引き継ぐ
まち

みんなで考え、
みんなで行動す
るまち

多様な生き物を守り、育
てていくために

水辺を守り、育てていくた
めに

きれいな空気を守ってい
くために

きれいな水を守っていく
ために

不快な騒音や振動をなく
していくために

清らかな土地を守ってい
くために
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望ましい環境像①  

地域から地球環境の保全に貢献し、次の世代

に地球を引き継ぐまち  

 

【町の取組】  

①  －１  「第三次瑞穂町地球温暖化対策実行計画」に基づき、町の      

事務・事業活動に伴う温室効果ガス排出量の削減に努めます。  

 

 【計画の目標】重点プロジェクト（２）  

町 の 取 組  
平 成 27 年 度  

基 準 年  

令 和 4 年 度  

実 績  

(令 和 3 年 度 末 )  

目 標  

１  「 第 三 次 瑞 穂 町 地 球

温 暖 化 対 策 実 行 計 画 」

に 基 づ き 、 削 減 目 標 と

し て 基 準 年 度（ 平 成 2 7

年 度 ） 比 で 、 令 和 1 2

年 度 ま で に 47％ の 削

減 を 目 指 し ま す 。  

3 ,589 ,094  

kg-CO2 

 

 

 

 

 

2 ,829 ,384  

kg-CO2  

 

（ 2 , 7 0 7 , 3 1 5  

k g- C O2）  

 

 

2 ,129 ,545  

kg-CO2  

（ 令 和 1 0 年 度 ） 
 

 

【個別の取組】  

令 和 4 年 度 の 取 組 実 績 ・ 課 題  

【 実 績 】  

〇 令 和 4 年 度 の 換 算 排 出 量 は ２ ， ８ ２ ９ ， ３ ８ ４ ｋ ｇ － ｃ ｏ ２ で 、 基 準

年 度 の 換 算 排 出 量 ３ ，５ ８ ９ ，０ ９ ４ ｋ ｇ － ｃ ｏ ２ と 比 べ ７ ５ ９ ，７ １

０ ｋ ｇ － ｃ ｏ ２ 削 減 し 、－ ２ １ ．１ ７ ％ と い う 結 果 に な り ま し た 。基 準

年 度 か ら 令 和 4 年 度 に 至 る ま で の 主 な 削 減 の 要 因 は 次 の と お り で す 。
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電 気 の 使 用 量 に つ い て は 、道 路 照 明 と 防 犯 灯 の Ｌ Ｅ Ｄ 化 の 推 進 、執 務 室

や 施 設 の 節 電 へ の 取 組 な ど 。A 重 油 使 用 量 に つ い て は 施 設 改 修 に よ り 空

調 機 の 動 力 源 が 重 油 か ら 電 気 に 変 更 に な っ た こ と 。 ガ ソ リ ン に つ い て

は 、エ コ ド ラ イ ブ に よ る 運 転 の 効 率 化 や 一 部 の 部 署 で 電 気 自 動 車 を 導 入

し た こ と に よ る 使 用 削 減 な ど 。  

た だ し 、 令 和 4 年 度 の 温 室 効 果 ガ ス 排 出 量 を 見 る と 、 令 和 3 年 度 よ り

も 増 加 し て い ま す 。 そ の 要 因 と し て 、 令 和 ２ 年 度 か ら コ ロ ナ 禍 の 影 響

に よ り 大 幅 に 減 少 し て い た ガ ソ リ ン の 使 用 量 が 、 平 年 並 み に 戻 っ て 来

た こ と が あ げ ら れ ま す 。 そ の 一 方 で 、 電 気 の 使 用 量 自 体 は 下 が っ て い

る も の の 、 一 部 の 施 設 で 電 力 契 約 の 切 替 え が あ っ た こ と に よ り 、 温 室

効 果 ガ ス 排 出 係 数 が 増 加 し て い る こ と も 影 響 し て い ま す 。  

〇 瑞 穂 町 地 球 温 暖 化 対 策 推 進 委 員 会 を 実 施 し ま し た 。  

同 委 員 会 に て 、 令 和 3 年 度 瑞 穂 町 地 球 温 暖 化 対 策 実 行 計 画 の 進 捗 状 況

を 報 告 し ま し た 。  

〇 Ｃ Ｍ Ｓ 監 査 を 実 施 し ま し た 。  

〇 今 後 も 引 き 続 き 、Ｃ Ｍ Ｓ の 継 続 的 な 改 善 に よ り 温 室 効 果 ガ ス 排 出 量 の 一

層 の 削 減 に 取 り 組 ん で い き ま す 。  

※ CMS： エ ネ ル ギ ー 使 用 量 の 見 え る 化 や 推 進 体 制 の 構 築 を す る こ と で 、  

    計 画 を 推 進 し て い く こ と を 、 カ ー ボ ン マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム と  

称 し 「 CMS」 は そ の 略 称  

令 和 5 年 度 以 降 の 取 組  

〇 庁 舎 や 公 共 施 設 に お け る 環 境 配 慮 型 の 設 備 機 器 等 の 更 新 ・ 導 入 に 向 け 、

事 務 局 が 環 境 省 等 の 補 助・助 成 等 に 関 す る 情 報 を 施 設 の 所 管 部 署 へ 情 報

提 供 し 、 温 室 効 果 ガ ス 排 出 量 の 一 層 の 削 減 に 取 り 組 ん で い き ま す 。  

〇 瑞 穂 町 の エ ネ ル ギ ー の 使 用 に 伴 う 二 酸 化 炭 素 の 排 出 源 は 、電 気 が ９ 割 以

上 を 占 め て い る た め 、二 酸 化 炭 素 排 出 係 数 が 小 さ い 事 業 者 か ら の 電 力 調

達 を 推 進 し て い き ま す 。  

 

【町の取組】  

①  －２  公共施設の建設にあたっては、自動照明設備の設置や太陽   

光発電などの再生可能エネルギーの導入に取り組みます。  

 

【個別の取組】重点プロジェクト（２）  
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令 和 4 年 度 の 取 組 実 績 ・ 課 題  

【 実 積 】  

〇 令 和 ４ 年 度 は 公 共 施 設 の 建 設 は あ り ま せ ん で し た 。  

 

【 課 題 】  

○ 導 入 し た 設 備 に 対 し て 、 継 続 し た 維 持 管 理 が 必 要 と な り ま す 。  

令 和 5 年 度 以 降 の 取 組  

○ 今 後 も 公 共 施 設 を 建 設 す る 際 は 、自 動 照 明 設 備 や 太 陽 光 発 電 な ど の 再 生

可 能 エ ネ ル ギ ー の 導 入 に 取 り 組 ん で い き ま す 。  

 

【町の取組】  

①－３（１）  道路照明灯や防犯灯のＬＥＤ化を進めていきます。  

（道路照明灯）  

 

 【計画の目標】  

町 の 取 組  
平 成 30 年 度  

基 準 年  

令 和 4 年 度 末

累 計  

(令 和 3 年 度 末 )  

目 標  

３ （ １ ） 道 路 照 明 灯 や 防  

犯 灯 の Ｌ Ｅ Ｄ 化 を 進 め て

い き ま す 。 (道 路 照 明 灯 ） 

42％  

 

75％  

( 68％ )  

100％  

（ 令 和 1 0 年 度 ） 

 

【個別の取組】  

令 和 4 年 度 の 取 組 実 績 ・ 課 題  

【 実 績 】  

○ 道 路 照 明 灯 更 新 工 事 と し て 、駒 形 富 士 山 、高 根 地 区 他 の 道 路 照 明 灯 の う

ち 、 178 基 (全 体 の 75％ )を Ｌ Ｅ Ｄ 化 し ま し た 。  

○ 町 内 の 道 路 照 明 灯 (2 ,599 基 )を 水 銀 灯 か ら Ｌ Ｅ Ｄ に 替 え る こ と で 、温 室

効 果 ガ ス の 削 減 に 取 り 組 ん で い ま す 。  

 こ れ に よ り 、 令 和 4 年 度 で は 、 温 室 効 果 ガ ス を 約 28 ,00 0 kg－ C O2 削

減 す る こ と が で き ま し た 。  
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【 課 題 】  

防 衛 省 の 特 定 防 衛 施 設 周 辺 整 備 交 付 金 を 活 用 し て い る こ と か ら 、 毎 年 、

北 関 東 防 衛 局 と 実 施 内 容 に つ い て の 協 議 が 必 要 と な り ま す 。  

 

       道路照明灯  
 

令 和 5 年 度 以 降 の 取 組  

○ 今 後 は 、令 和 7 年 度 ま で の 間 で 交 付 金 を 活 用 し て 、町 内 全 域 の 道 路 照 明

灯 を Ｌ Ｅ Ｄ 化 す る 予 定 で す 。  

 

【町の取組】  

①－３（２）  道路照明灯や防犯灯のＬＥＤ化を進めていきます。  

（防犯灯）  

【計画の目標】  

町 の 取 組  
平 成 30 年 度  

基 準 年  

令 和 4 年 度 末

累 計  

(令 和 3 年 度 末 )  

目 標  

３ （ ２ ） 道 路 照 明 灯 や  

防 犯 灯 の Ｌ Ｅ Ｄ 化 を 進 め

て い き ま す 。 （ 防 犯 灯 ） 

54 .9％  

 

100% 

( 75 . 0％ )  

90％  

（ 令 和 1 0 年 度 ） 

 

【個別の取組】   

令 和 4 年 度 の 取 組 実 績 ・ 課 題  

【 実 績 】  

○ 防 犯 灯 の 老 朽 化 に よ る 交 換 や 設 置 場 所 の 移 設 等 に つ い て は 、 そ の 都 度 、

現 場 を 確 認 し て Ｌ Ｅ Ｄ 化 を 進 め て お り 、新 設 の 防 犯 灯 に つ い て は 、原 則 、
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Ｌ Ｅ Ｄ 灯 を 設 置 し て い ま す 。  

○ 令 和 ４ 年 度 は 町 内 １ ６ ３ 基 の 防 犯 灯 を 蛍 光 灯 か ら Ｌ Ｅ Ｄ 灯 に 交 換 し 、町

が 設 置 し た 防 犯 灯 は す べ て Ｌ Ｅ Ｄ 灯 に な り ま し た 。  

○ 令 和 ４ 年 度 末 ま で に Ｌ Ｅ Ｄ 化 し た 防 犯 灯 は 1 ,827 基 で す 。  

 

【 課 題 】  

○ 設 置 場 所 の 選 定 や 照 度 の 確 認 な ど 、 道 路 照 明 灯 と の 調 整 を 図 り な が ら 、

設 置 し て い く 必 要 が あ り ま す 。  

 

防   犯   灯   

令 和 5 年 度 以 降 の 取 組  

○ 令 和 ４ 年 度 を も っ て 、町 が 設 置 し た 防 犯 灯 の Ｌ Ｅ Ｄ 化 工 事 は 完 了 し ま し

た 。  

〇 今 後 は 、住 民 か ら の 要 望 や 防 犯 上 必 要 な 箇 所 を 勘 案 し て Ｌ Ｅ Ｄ 防 犯 灯 を

設 置 し て い き ま す 。  

          

【町の取組】  

①  －４  公用車の更新時には、ハイブリッド車や電気自動車などの  

特定低公害車へ転換していきます。  

 

 【計画の目標】重点プロジェクト（２）  

町 の 取 組  
平 成 30 年 度  

基 準 年  

令 和 4 年 度 末

累 計  

(令 和 3 年 度 末 )  

目 標  

４  公 用 車 の 更 新 時 に

は 、ハ イ ブ リ ッ ド 車 や

電 気 自 動 車 な ど の 特

定 低 公 害 車 へ 転 換 し

10 .45％  

 

17 .72% 

( 18 . 7 5％ )  

 

30 .0％  

（ 令 和 1 0 年 度 ） 
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て い き ま す 。  

（ 特 定 低 公 害 車 率 ）  

    

【個別の取組】  

令 和 4 年 度 の 取 組 実 績 ・ 課 題  

【 実 績 】  

○ グ ル ー プ ウ ェ ア 掲 示 板 で 毎 月 以 下 の と お り 職 員 周 知 を 行 い ま し た 。  

・ エ コ ド ラ イ ブ ・ ア イ ド リ ン グ ス ト ッ プ の 推 奨  

・ 燃 費 の 記 録 、 運 転 日 報 を 作 成 し 、 エ コ ド ラ イ ブ の 推 進 を 図 り ま し た 。 

・ 自 転 車 や 路 線 バ ス 等 の 公 共 交 通 機 関 の 利 用 促 進 の 啓 発  

 

○ 低 公 害 ・ 低 燃 費 車 両 へ の 買 い 替 え  

軽 貨 物 車 ２ 台 の 買 い 替 え に あ た り 、 低 燃 費 車 両 を 選 定 し ま し た 。  

 

○ 特 定 低 公 害 車 の 配 備 状 況  

 ハ イ ブ リ ッ ド 自 動 車  7 台  

電 気 自 動 車      ７ 台  合 計 14 台 ( 17 .72％ )  

 全 公 用 車 台 数 7 9 台  

 

※  特 定 低 公 害 車 (燃 料 電 池 自 動 車 、 電 気 自 動 車 、 ハ イ ブ リ ッ ド 自 動 車 )  

※  超 小 型 電 気 自 動 車 は 、 東 京 都 環 境 局 の 定 め る 特 定 低 公 害 車 ・ 低 燃 費 車

に は 該 当 し ま せ ん が 、 当 該 シ ー ト に お い て は 、 便 宜 上 含 め て い ま す 。  

 

【 課 題 】  

○ 公 用 車 の 買 い 替 え に あ た っ て は 、電 気 自 動 車 や ハ イ ブ リ ッ ド 車 な ど の 低

公 害・低 燃 費 車 等 へ の 転 換 を 進 め て い ま す 。電 気 自 動 車 に つ い て は 、令

和 元 年 度 か ら 導 入 し 、 令 和 4 年 度 末 時 点 で ７ 台 と な り ま す が 、 充 電 設

備 に 余 剰 が な く 、今 後 車 両 の 増 車 に あ た っ て は 、充 電 設 備 も あ わ せ て 整

備 す る 必 要 が あ り ま す 。  

 

令 和 5 年 度 以 降 の 取 組  

○ 令 和 4 年 度 は 、 軽 貨 物 車 ２ 台 を 買 い 替 え ま し た 。 こ れ ら の 車 両 は 、 現

場 作 業 用 の た め 、電 気 自 動 車 、ハ イ ブ リ ッ ド 自 動 車 へ の 入 れ 替 え は せ ず 、
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低 燃 費 車 両 を 選 定 し ま し た 。ま た 、令 和 ３ 年 度 か ら 進 め て い る 公 用 車 の

共 用 車 化 に よ る 配 車 の 効 率 化 に よ り 、経 過 年 数 の 長 い ハ イ ブ リ ッ ド 自 動

車 １ 台 を 廃 車 （ 減 車 ） し ま し た 。  

令 和 ５ 年 度 は 、 軽 乗 用 車 １ 台 を 電 気 自 動 車 に 買 い 替 え る 予 定 で す 。  
 

 

【町の取組】  

①  －５  ごみの減量を推進し、町民１人１日当たりのごみの排出量  

を減少していきます。  

 【計画の目標】  

町 の 取 組  
平 成 3 0 年 度  

基 準 年  

令 和 ４ 年 度 実 績  

(令 和 ３ 年 度 末 )  
目 標  

５  ご み の 減 量 を 推 進 し 、町 民 １

人 １ 日 当 た り の ご み の 排 出 量

を 減 少 し て い き ま す 。（ 排 出 量 ） 

946ｇ  

 

 

903ｇ  

( 91 7ｇ )  

 

822ｇ  

（ 令 和 1 0

年 度 ）  

【個別の取組】  

令 和 4 年 度 の 取 組 実 績 ・ 課 題  

【 実 績 】  

○ 令 和 4 年 度 の 町 民 １ 人 あ た り 一 日 の 家 庭 ご み の 排 出 量 は 9 0 3 グ ラ ム で 、前 年 に

比 べ 1 4 グ ラ ム 減 と な り ま し た 。  

○ 事 業 系 可 燃 ご み の 展 開 検 査 は 、新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 拡 大 の 影 響 を 受 け 、年 1

回 の 実 施 と な り ま し た 。収 集 運 搬 業 者 に 対 し 、文 書 に よ る 警 告 、口 頭 に よ る 指 導

を 行 い ま し た 。  

〇 搬 入 量 の 多 い 事 業 所 に 対 し て 個 別 の 立 ち 入 り 指 導 を 継 続 し て 行 い ま し た 。  

【 課 題 】  

○ 事 業 系 可 燃 ご み の 減 量 対 策 を 進 め る こ と が 必 要 で す 。  

○ 家 庭 系 可 燃 ご み に つ い て も 生 活 ご み の 水 切 り や 分 別 等 に よ る 減 量 の 啓 発 が 必 要

で す 。  

令 和 5 年 度 以 降 の 取 組  

○ 町 民 や 事 業 者 に 対 し て 、ご み の 分 別 案 内 を 推 進 す る こ と で 、資 源 の 再 利 用 を 進 め

て い き ま す 。  

○ ご み 処 理 に あ た っ て 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 感 染 対 策 を 継 続 し て 進 め て い き ま す 。 
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【町の取組】  

①  －６  不法投棄禁止看板の設置や土地所有者への配布、環境パト

ロールによる巡回監視を行い、不法投棄の防止に努めていきます。 

 

 【計画の目標】重点プロジェクト（３）  

町 の 取 組  
平 成 30 年 度  

基 準 年  

令 和 4 年 度  

実 績  

(令 和 3 年 度 末 )  

目 標  

６  不 法 投 棄 禁 止 看 板 の

設 置 や 土 地 所 有 者 へ の

配 布 、 環 境 パ ト ロ ー ル

に よ る 巡 回 監 視 を 行

い 、 不 法 投 棄 の 防 止 に

努 め て い き ま す 。  

（ 環 境 パ ト ロ ー ル に よ る

路 上 放 置 物 の 回 収 量 ）  

5 ,861ｋ ｇ  

 

5 ,720kg  

( 4 , 50 6 k g )  

5 ,100ｋ ｇ  

（ 令 和 10 年 度 ） 

 

【個別の取組】  

令 和 4 年 度 の 取 組 実 績 ・ 課 題  

【 実 績 】  

○ 土 地 所 有 者 か ら の 申 請 に 基 づ き 、 不 法 投 棄 禁 止 看 板 の 配 布 を 行 い ま し た 。 

○ 環 境 パ ト ロ ー ル に よ る 巡 回 監 視 を 行 う と と も に 、時 間 帯 に よ っ て は 防 犯 パ

ト ロ ー ル と 連 携 し 、不 法 投 棄 防 止 の 巡 回 監 視 を 行 い ま し た 。ま た 、場 合 に

よ っ て は 、 警 察 に 通 報 し 、 対 応 し ま し た 。  

【 課 題 】  

○ 不 法 投 棄 を し た 者 の 特 定 が 難 し い の が 現 状 で す 。  

産 業 廃 棄 物 と 思 わ れ る 不 法 投 棄 の 場 合 は 、 東 京 都 に 通 報 し ま す 。  

ま た 、 悪 質 な 場 合 は 警 察 に 通 報 し 、 連 携 し て 対 応 す る こ と が 必 要 で す 。  

 

令 和 5 年 度 以 降 の 取 組  

○ 引 き 続 き 不 法 投 棄 禁 止 看 板 の 設 置 や 、巡 回 監 視 を 行 う こ と で 、不 法 投 棄 の

防 止 に 努 め て い き ま す 。  
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【町の取組】  

①  －７  資源の再利用を進めていきます。  

 

 【計画の目標】  

町 の 取 組  
平 成 30 年 度  

基 準 年  

令 和 4 年 度  

実 績  

(令 和 3 年 度 末 )  

目 標  

７  資 源 の 再 利 用 を 進 め

て い き ま す 。  

（ 総 資 源 化 率 ）  

31 .3％  

 

30 .8% 

( 31 . 0％ )  

39 .0％  

（ 令 和 1 0 年 度 ） 

 

【個別の取組】  

令 和 4 年 度 の 取 組 実 績 ・ 課 題  

【 実 績 】  

○ 令 和 4 年 度 、総 資 源 化 率 は 30 .8％ で 、前 年 に 比 べ て 0 .2％ の 減 と な り

ま し た 。事 業 系 ご み の 減 量 及 び 資 源 化 率 の 向 上 を 目 標 に 、事 業 所 へ の 訪

問 指 導 を 継 続 し て 行 い 、一 部 の 事 業 者 は 、食 品 残 渣 を リ サ イ ク ル 施 設 へ

持 ち 込 む こ と を 引 き 続 き 行 っ て い ま す 。  

 

○ 資 源 物 回 収 団 体 奨 励 事 業 を 実 施 し 、 前 年 に 比 べ て 回 収 団 体 数 は 2 団 体

減 り ま し た 。 回 収 回 数 は 9 回 の 増 と な り ま し た 。 回 収 量 は 1 74ｔ で 令

和 3 年 度 に 比 べ 1ｔ 減 と な り 、 総 資 源 化 率 も 減 少 し ま し た 。  

 

【 課 題 】  

○ ご み の 適 正 な 分 別 に つ い て の 理 解 促 進 を 図 り 、資 源 化 量 を 増 加 さ せ る こ  

と が 課 題 で す 。  

令 和 5 年 度 以 降 の 取 組  

○ 町 民 や 事 業 者 に 対 し て 、ご み の 分 別 に つ い て 理 解 促 進 を 図 り 、資 源 の 再

利 用 を 進 め て い き ま す 。  

○ 引 き 続 き 、 資 源 物 回 収 団 体 奨 励 事 業 を 実 施 し ま す 。  
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望ましい環境像②  

狭山丘陵をはじめとする豊かな緑とさまざま

な生き物を守り、育て、人と自然が共生する

まち  

 

【町の取組】  

②  －１  市街地の貴重な緑を保全するため、保存樹木や保存樹林

地の指定、助成を継続します。  

  

 【計画の目標】  

町 の 取 組  
平 成 30 年 度  

基 準 年  

令 和 4 年 度 末

累 計  

(令 和 3 年 度 末 )  

目 標  

１  市 街 地 の 貴 重 な 緑

を 保 全 す る た め 、保 存

樹 木 や 保 存 樹 林 地 の

指 定 、助 成 を 継 続 し ま

す 。  

（ 保 存 樹 木 数 ）  

33 本  

 

32 本  

( 30 本 )  

40 本  

（ 令 和 1 0 年 度 ） 

 

【個別の取組】  

令 和 4 年 度 の 取 組 実 績 ・ 課 題  

【 実 績 】  

○ 市 街 地 の 貴 重 な 緑 を 保 全 す る た め 、保 存 樹 木 や 保 存 樹 林 地 の 指 定 、助 成

を 実 施 し ま し た 。  

○ 下 記 の と お り 新 規 指 定 及 び 継 続 申 請 を 行 い 、奨 励 金 1 ,708 ,000 円 を 支

出 し ま し た 。  

・ 保 存 樹 木   32 本 （ う ち ２ 本 新 規 、 ２ 本 解 除 ）  

・ 保 存 屋 敷 林  15 か 所 （ う ち １ か 所 解 除 ）  

 ・ 保 存 樹 林 地  2 7 か 所  
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【 課 題 】  

○ 相 続 や 売 買 で 指 定 解 除 が 発 生 し て い る 状 況 の 中 、指 定 箇 所 の 増 加 を し て

い か な け れ ば な り ま せ ん 。  

○ 保 存 樹 林 地 の 公 有 地 化 の 検 証 が 必 要 に な り ま す 。  

令 和 5 年 度 以 降 の 取 組  

○ 年 々 保 存 す べ き 樹 木 等 が 微 減 し て い ま す が 、所 有 者 に 樹 木 保 存 の 価 値 の

理 解 を 求 め 、 継 続 し て 事 業 を 進 め ま す 。  

 

【町の取組】  

②－２  公園などの拡充やポケットパークを整備します。  

 【計画の目標】  

町 の 取 組  
平 成 30 年 度  

基 準 年  

令 和 4 年 度 末

累 計  

(令 和 3 年 度 末 )  

目 標  

２  公 園 な ど の 拡 充 や

ポ ケ ッ ト パ ー ク を 整

備 し ま す 。  

(都 市 公 園 な ど の 管 理 ） 

180 ,698 .02  

     ㎡  

18 2 , 1 56 . 10 ㎡  

( 1 8 1 , 0 3 7 . 5 6 ㎡ )  

209 ,100 ㎡  

（ 令 和 10 年 度 ） 

【個別の取組】  

令 和 4 年 度 の 取 組 実 績 ・ 課 題  

【 実 績 】  

〇 土 地 区 画 整 理 事 業 実 施 区 域 の 樹 林 地 は 、公 園 と し て 保 全 に 取 り 組 ん で い

き ま す 。  

○ 緑 地 、公 園 の 少 な い 地 区 等 の 偏 り を 解 消 す る た め 、既 存 公 園 の 拡 充 や ポ

ケ ッ ト パ ー ク を 特 色 の あ る 公 園 と し て 整 備 し て い き ま す 。  

・狭 山 池 公 園 と 松 原 中 央 公 園 に 町 の キ ャ ラ ク タ ー の Ｐ Ｒ も 含 め て 、み ず

ほ ま る の ス プ リ ン グ 遊 具 を 設 置 し ま し た 。  

・ 六 道 山 公 園 に 防 犯 対 策 と し て 、 防 犯 カ メ ラ を 設 置 し ま し た 。  

・松 原 中 央 公 園 の だ れ で も ト イ レ に 、だ れ で も 利 用 で き る 公 園 に す る た

め 、 ベ ビ ー シ ー ト を 設 置 し ま し た 。  

・ 令 和 4 年 度 は 、開 発 に 伴 い「 陵 北 公 園  1 ,118 .54 ㎡ 」が 新 規 に 加 わ

り 、 公 園 な ど の 総 面 積 は 、 182 ,156 .10 ㎡ で し た 。  
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【 課 題 】  

〇 都 市 計 画 決 定 済 み の 都 市 計 画 公 園 を 見 直 す と と も に 、新 た に 設 置 す べ き

公 園 の 位 置 付 け を 明 確 に す る 必 要 が あ り ま す 。  
 

令 和 5 年 度 以 降 の 取 組  

○ 継 続 的 に 公 園 の 整 備 を 行 っ て い き ま す 。  

 

【町の取組】  

②－３  生垣助成制度を町民が積極的に活用できるよう情報提供

を行います。  

  

 【計画の目標】  

町 の 取 組  
平 成 30 年 度  

基 準 年  

令 和 4 年 度 末

累 計  

(令 和 3 年 度 末 )  

目 標  

３  生 垣 助 成 制 度 を 町

民 が 積 極 的 に 活 用 で

き る よ う 情 報 提 供 を

行 い ま す 。  

（ 累 計 総 延 長 ）  

808 .7ｍ  

 

818ｍ  

( 81 8ｍ )  

 

1 ,000ｍ  

（ 令 和 1 0 年 度 ） 

【個別の取組】  

令 和 4 年 度 の 取 組 実 績 ・ 課 題  

【 実 績 】  

○ 生 垣 助 成 制 度 を 町 民 が 積 極 的 に 活 用 で き る よ う 、下 記 の と お り 普 及 啓 発

し ま し た 。  

 ・ 広 報 み ず ほ や ホ ー ム ペ ー ジ な ど に よ る 周 知  

 ・ 生 垣 に よ る 緑 化 の 普 及 啓 発  

○ 令 和 4 年 度 は 、 生 垣 助 成 制 度 の 利 用 は あ り ま せ ん で し た 。  

【 課 題 】  

〇 毎 年 制 度 利 用 実 績 が 低 迷 し て い る た め 、制 度 理 解 を 求 め る た め の 方 策 を

検 討 し 、 継 続 し て 生 垣 助 成 の 実 績 向 上 を 図 り ま す 。  

令 和 5 年 度 以 降 の 取 組  

○ 継 続 的 に 制 度 の 周 知 を 図 り ま す 。  
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【町の取組】  

②－４  外来種や生態系を乱す恐れのある動植物についての情報

を提供していくとともに、外来種の捕獲・駆除を継続して行い、

自然の生態系回復を図ることの重要性を啓発していきます。  

 

【個別の取組】重点プロジェクト（１）  

令 和 4 年 度 の 取 組 実 績 ・ 課 題  

【 実 績 】  

○ 「 東 京 都 ア ラ イ グ マ 、 ハ ク ビ シ ン 防 除 実 施 計 画 」 に 同 意 し 、 同 計 画 の

主 旨 に 沿 っ て ア ラ イ グ マ ・ ハ ク ビ シ ン の 捕 獲 事 業 を 実 施 し ま し た 。  

 ・ 捕 獲 数 (環 境 課 )   

ア ラ イ グ マ  38 頭 （ 石 畑 8 頭  長 岡 長 谷 部 8 頭  殿 ケ 谷 7 頭  

箱 根 ケ 崎 5 頭  富 士 山 栗 原 新 田 5 頭  

高 根 3 頭  長 岡 ２ 頭 ）  

ハ ク ビ シ ン   4 頭 （ 石 畑 １ 頭  長 岡 １ 頭  二 本 木 １ 頭  南 平 １ 頭 ）  

 

・ 捕 獲 数 (産 業 課 )   

ア ラ イ グ マ   9 頭 （ 石 畑 2 頭  長 岡 2 頭  長 岡 長 谷 部 2 頭   

 富 士 山 栗 原 新 田 2 頭  駒 形 富 士 山 1 頭 ）  

ハ ク ビ シ ン   0 頭  

 

【 課 題 】  

〇 ア ラ イ グ マ ・ ハ ク ビ シ ン の 捕 獲 、 駆 除 を 継 続 し て 実 施 し て い る が 、 完

全 な 根 絶 に は 至 ら な い 状 況 で す 。  

 

【 令 和 5 年 度 以 降 の 取 組 】  

○ 今 後 も 引 続 き 、 町 広 報 や HP で 外 来 種 駆 除 の 事 業 を 紹 介 、 目 撃 情 報 を

募 り 、 捕 獲 ・ 駆 除 に 結 び つ く よ う に 啓 発 活 動 を 行 い 、 町 内 の 生 物 多 様

性 の 保 全 を 図 っ て い き ま す 。  
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○ ア メ リ カ オ ニ ア ザ ミ の 駆 除 作 業 を 行 い ま し た 。  

例 ： 国 道 、 駐 車 場 等  

（ ※ 基 本 的 に は 、 土 地 の 所 有 者 、 管 理 者 に 駆 除 を 依 頼 し ま す 。）  

 

 

【 課 題 】  

○ ア メ リ カ オ ニ ア ザ ミ を 含 め 、 植 物 の ほ と ん ど の 種 は 風 で 飛 び 、 ま た  

車 両 等 に 付 い て 拡 散 す る の で 、 町 内 各 地 で 繁 殖 し て し ま い 、 駆 除 が  

追 い つ か ず 、 完 全 な 根 絶 は 難 し い 状 況 で す 。  

 
 

令 和 5 年 度 以 降 の 取 組  

○ 今 後 も 引 き 続 き 、 外 来 植 物 の 情 報 を 町 広 報 や HP で 紹 介 し 、 目 撃 情 報

を 募 り 、 外 来 植 物 の 駆 除 に 結 び つ く よ う 啓 発 活 動 を 行 い 、 町 内 の 生 物

多 様 性 の 保 全 を 図 っ て い き ま す 。  

 

 

 

 

 

 

アメリカオニアザミ  
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【町の取組】  

②－５  毎年、残堀川の水生生物調査を実施し、調査結果を情報提

供していきます。  

 

【個別の取組】  

令 和 4 年 度 の 取 組 実 績 ・ 課 題  

【 実 績 】  

○ 6 月 29 日 に 残 堀 川 表 橋 付 近 で 水 生 生 物 調 査 を 実 施 し ま し た 。調 査 結 果

は 下 記 の と お り で す 。  

・ 魚 類 【 5 種 31 個 体 】   

優 占 種 ： オ イ カ ワ （ 16 個 体  優 占 度 51 .6％ ）  

・ 付 着 藻 類 【 32 種 1 ,215 細 胞 ／ ｍ ㎡ 】  

  優 占 種 ： チ ャ ヅ ツ ケ イ ソ ウ （ 160 細 胞 ／ ｍ ㎡  優 占 度 1 3 .2％ ）  

・ 底 生 生 物 【 17 種 291 個 体 】  

  優 占 種 ： サ ホ コ カ ゲ ロ ウ （ 110 個 体  優 占 度 37 .8％ ）  

○ 付 着 藻 類 に よ る 生 物 学 的 水 質 判 定 結 果 は β ｍ（ わ り あ い き れ い な 水 域 ）、

底 生 生 物 に よ る 生 物 学 的 水 質 判 定 結 果 は α ｍ（ よ ご れ て い る 水 域 ）と 判

定 さ れ ま し た 。  

【 課 題 】  

○ 前 日 及 び 当 日 の 天 候 に よ り 、 調 査 結 果 等 も 左 右 さ れ る 可 能 性 が あ る た

め 、 安 定 し た 流 量 の 確 保 が 必 要 で す 。  

令 和 5 年 度 以 降 の 取 組  

○ 今 後 も 引 き 続 き 、定 期 的 に 生 物 調 査 を 行 い 、水 質 の 監 視 と 保 全 に 努 め て

い き ま す 。  

   

      残堀川生物調査                オイカワ  
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望ましい環境像③  

きれいな空気・水、清らかな土地を大切にし、

みんなが安心して暮らすことのできるまち  

 

【町の取組】  

③  －１  大気環境調査を実施し、環境基準を超過することなく、

良好な状態を維持しつつ、さらなる改善に努めます。  

 

 【計画の目標】  

 

 

平 成 30 年 度  

基 準 年  

令 和 4 年 度  

実 績  
目 標  

１  大 気 環 境 調 査 を 実

施 し 、環 境 基 準 を 超 過

す る こ と な く 、良 好 な

状 態 を 維 持 し つ つ 、さ

ら な る 改 善 に 努 め ま

す 。（ 環 境 基 準 ）  

環 境 基 準 値  

以 内  

 

オ キ シ ダ ン ト

項 目 で 一 時 的

に 環 境 基 準 値

を 超 過 し た 時

間 帯 が あ り ま

し た 。  

環 境 基 準 値  

の 維 持  

（ 令 和 10 年 度 ） 

  

【個別の取組】  

令 和 4 年 度 の 取 組 実 績 ・ 課 題  

【 実 績 】  

○ 瑞 穂 町 役 場 敷 地 内 で 年 ２ 回（ 夏 季・冬 季 ）実 施 し ま し た 。調 査 結 果 に つ

い て は 、オ キ シ ダ ン ト に つ い て 調 査 期 間 中 、１ 時 間 当 た り の 最 高 値 が 環

境 基 準 値 を 超 過 し た 日 は 、 夏 季 で 4 日 あ り ま し た 。  

○ 調 査 結 果  （ 夏 季 ） 8 月 17 日 ～ 8 月 23 日  

  環 境 基 準  結   果  

二 酸 化 硫 黄  0 .04ppm 以 下  0 .001ppm 未 満  

二 酸 化 窒 素  0 .06ppm 以 下  0 .007～ 0 .011ppm  

浮 遊 粒 子 状 物 質  0 .10mg/㎥ 以 下  0 .010～ 0 .022mg/㎥  

オ キ シ ダ ン ト  0 .06ppm 以 下  0 .023～ 0 .046pp m  

ダ イ オ キ シ ン 類  0 .6pg-TEQ/㎥ 以 下  0 .013pg-TEQ/㎥  
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（ 冬 季 ） ２ 月 3 日 ～ ２ 月 9 日  

  環 境 基 準  結   果  

二 酸 化 硫 黄  0 .04ppm 以 下  0 .001 未 満 ～ 0 .001 ppm 

二 酸 化 窒 素  0 .06ppm 以 下  0 .008～ 0 .024ppm  

浮 遊 粒 子 状 物 質  0 .10mg/㎥ 以 下  0 .008～ 0 .025mg/㎥  

オ キ シ ダ ン ト  0 .06ppm 以 下  0 .016～ 0 .035ppm  

ダ イ オ キ シ ン 類  0 .6pg-TEQ/㎥ 以 下  0 .014pg-TEQ/㎥  

 ※ ダ イ オ キ シ ン 類 の 結 果 は 最 大 値 を 、そ の 他 の 項 目 の 結 果 は 平 均 値 を 表

示 し て い ま す 。  

 

※ 近 隣 調 査 地 点 の ダ イ オ キ シ ン 類 の 結 果  (環 境 局 ホ ー ム ペ ー ジ 抜 粋 )  

福 生 市 本 町 局    夏 季  0 .010  pg-TE Q/㎥  冬 季 0 .010  pg-TEQ/㎥  

東 大 和 市 奈 良 橋 局  夏 季  0 .0085  pg-TEQ/㎥  冬 季 0 .012  pg-TEQ/㎥  

 

【 課 題 】  

○ オ キ シ ダ ン ト の 環 境 基 準 を 達 成 さ せ る に は 、広 域 的 な 対 策 が 必 要 に な り

ま す 。  

 

令 和 5 年 度 以 降 の 取 組  

○ 今 後 も 引 き 続 き 、定 期 的 に 大 気 調 査 を 行 う こ と で 、現 状 把 握 に 努 め 、大

気 環 境 の 保 全 に 努 め ま す 。  

 

【町の取組】  

③－２  公共下水道の普及を推進し、整備済み区域では、下水道

への接続を促進します。  

【計画の目標】  

町 の 取 組  
平 成 30 年 度  

基 準 年  

令 和 4 年 度 末

累 計  

(令 和 3 年 度 末 )  

目 標  

２  公 共 下 水 道 の 普 及

を 推 進 し 、整 備 済 み 区

域 で は 、下 水 道 へ の 接

続 を 促 進 し ま す 。  

（ 下 水 道 普 及 率 ）  

97 .8％  

 

98 .2% 

( 98 . 2％ )  

 

100％  

（ 令 和 1 0 年 度 ）  
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【個別の取組】  

令 和 4 年 度 の 取 組 実 績 ・ 課 題  

【 実 績 】  

○ 令 和 4 年 度 末 汚 水 整 備 率 ： 88 .4％ （ 対 前 年 度 ±0％ ）  

 ※ 整 備 率 ＝ 認 可 面 積 に 対 す る 整 備 済 面 積 の 割 合

（ 822 .92ha/930 .87ha）  

○ 令 和 4 年 度 末 下 水 道 普 及 率 ： 98 .2％ （ 対 前 年 度 ±0％ ）  

 ※ 普 及 率 ＝ 全 人 口 に 対 す る 供 用 開 始 区 域 内 人 口 の 割 合  

      （ 31 ,5 45 人 /32 ,134 人 ）  

○ 未 普 及 解 消 と し て 汚 水 管 渠
か ん き ょ

布 設 工 事 (下 水 道 管 を 地 下 に 埋 設 す る 工 事 )

を 実 施 （ 施 工 延 長 ＝ 156 .84ｍ ） し ま し た 。  

○ 工 事 施 工 し た 区 域 に つ い て は 、 戸 別 訪 問 に よ り 水 洗 化 （ 下 水 道 へ の 接

続 ） の お 願 い を 実 施 し ま し た 。 ま た 、 供 用 開 始 か ら 3 年 経 過 し て い る

未 水 洗 化 世 帯 に つ い て 、 戸 別 訪 問 の 実 施 に 向 け た 資 料 整 理 等 準 備 作 業

を 実 施 し ま し た 。  

【 課 題 】  

○ 未 整 備 区 域 に つ い て は 、 引 き 続 き 事 業 計 画 に 基 づ き 順 次 公 共 下 水 道 整

備 を 進 め 、 普 及 率 の 向 上 に 努 め ま す 。  

○ 未 普 及 が 解 消 さ れ た 区 域 の 未 水 洗 化 世 帯 に 対 し て は 、 引 き 続 き 下 水 道

へ の 接 続 を お 願 い し 、 水 洗 化 率 の 向 上 に 努 め ま す 。  

 

令 和 5 年 度 以 降 の 取 組  

○ 限 ら れ た 予 算 の 中 で 財 源 の 確 保 に 努 め 、 既 存 の 下 水 道 施 設 の 維 持 管 理

を 行 い な が ら 、 未 整 備 区 域 の 汚 水 管 渠
か ん き ょ

及 び 雨 水 管 渠
か ん き ょ

の 整 備 を 実 施 し て

い く 必 要 が あ り ま す 。  

○ 未 水 洗 化 世 帯 に つ い て は 、 個 々 に 事 情 が 等 が あ る 場 合 も あ り 、 行 政 主

導 で 進 め ら れ な い 側 面 も あ る た め 、 引 き 続 き 訪 問 等 に よ り 、 そ れ ぞ れ

の 状 況 を 把 握 し な が ら 水 洗 化 率 の 向 上 に 努 め る 必 要 が あ り ま す 。  
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【町の取組】  

③－３  水質環境調査を実施し、環境基準を超過することなく、良

好な状態を維持しつつ、さらなる改善に努めます。  

 

【計画の目標】  

町 の 取 組  
平 成 30 年 度  

基 準 年  

令 和 4 年 度  

実 績  
目 標  

３  水 質 環 境 調 査 を 実   

施 し 、環 境 基 準 を 超 過

す る こ と な く 、良 好 な

状 態 を 維 持 し つ つ 、さ

ら な る 改 善 に 努 め ま

す 。（ 環 境 基 準 ）  

一 部 項 目 で 環

境 基 準 値 超 過  

 

大 腸 菌 群 数 等

一 部 項 目 で 環

境 基 準 値 超 過  

 

環 境 基 準 値  

の 達 成  

（ 令 和 10 年 度 ） 

【個別の取組】  

令 和 4 年 度 の 取 組 実 績 ・ 課 題  

【 実 績 】  

○ 残 堀 川 の 合 同 水 質 検 査 を 年 4 回 、 不 老 川 の 水 質 検 査 を 年 4 回 実 施 し ま

し た 。  

○ 残 堀 川 の 調 査 結 果 に つ い て は 、 生 活 環 境 項 目 の 水 素 イ オ ン 濃 度 (PH)、

生 物 化 学 的 酸 素 要 求 量 ( BOD)、 溶 存 酸 素 量 (D O)及 び 大 腸 菌 数 に つ い て

環 境 基 準 を 一 部 満 た せ ま せ ん で し た が 、8 月 に 行 っ た 健 康 項 目 等 の 調 査

で は 、 環 境 基 準 を 満 た し て い ま し た 。  

○ 不 老 川 の 調 査 結 果 に つ い て は 、 生 活 環 境 項 目 及 び 8 月 に 調 査 し た 健 康

項 目 等 に つ い て 、 概 ね 環 境 基 準 を 満 た し て い ま し た 。  

 

※  健 康 項 目 等 と は 下 記 の も の で す 。  

・ 環 境 項 目 ・ ・ ・ 全 燐 （ リ ン 化 合 物 全 体 。）  

・健 康 項 目・・・硝 酸 性 窒 素 及 び 亜 硝 酸 性 窒 素・カ ド ミ ウ ム・全 シ ア ン ・ 

鉛・六 価 ク ロ ム・砒 素・総 水 銀・ア ル キ ル 水 銀・Ｐ Ｃ Ｂ ・ 

チ ウ ラ ム・シ マ ジ ン・チ オ ベ ン カ ル ブ・セ レ ン・ふ っ 素・ 

ほ う 素  

・そ の 他 項 目・・・銅（ Ｃ ｕ ）・陰 イ オ ン 海 面 活 性 剤（ Ｍ Ｂ Ａ Ｓ ）・ア ン モ  
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ニ ウ ム 体 窒 素 ・ ケ ル ダ ー ル 窒 素 ・ ヘ キ サ ン 抽 出 物 質  

残 堀 川  

生 活 環 境 項 目 （ 環 境 基 準 ： A 類 型 ）  

水 素 イ オ

ン 濃 度  

生 物 化 学

的 酸 素 要

求 量  

浮 遊 物 質

量  

 

溶 存 酸 素

量  

 
大 腸 菌 数  

（ ｐ Ｈ ）  （ Ｂ Ｏ Ｄ ） （ Ｓ Ｓ ）  （ Ｄ Ｏ ）  

測

定

地

点  

基 準 値  

 

調 査  

年 月 日  

6 .5 以 上  

8 .5 以 下  

2 ㎎ / ℓ  

以 下  

 

25 ㎎ / ℓ  

以 下  

 

7 .5 ㎎ / ℓ  

以 上  

 

３ ０ ０  

(CFU)  

/100m ℓ  

以 下  

狭

山

橋  

6 月  1 日  8 . 0  3 . 2  8  1 2 . 1  2 5  

8 月  3 日  7 . 6  2 . 3  7  1 0 . 3  2 8 0  

1 0 月  5 日  6 . 7  ＜ 0 . 5  1  8 . 0  1 2 0  

1 2 月  7 日  8 . 7  4 . 8  1 5  1 2 . 8  6 5  

地

蔵

橋  

6 月  1 日  8 . 0  ＜ 0 . 5  1  9 . 5  1 1 0  

8 月  3 日  7 . 6  1 . 0  2  7 . 4  8 8  

1 0 月  5 日  7 . 5  ＜ 0 . 5  ＜ 1  8 . 8  1 0 0  

1 2 月  7 日  7 . 9  0 . 7  4  1 0 . 6  9 8 0  

表

橋  

6 月  1 日    8 . 5  0 . 6  1  1 0 . 5  9 2  

8 月  3 日  8 . 1  1 . 3  4  8 . 9  2 5 0 0  

1 0 月  5 日  7 . 9  ＜ 0 . 5  ＜ 1  9 . 2  1 0 0  

1 2 月  7 日  8 . 2  0 . 8  6  1 3 . 1  9 0  

※  環 境 基 準 の 水 域 類 型 は 、 AA 類 型 ～ E 類 型 ま で 6 類 型 あ り ま す 。    

   

残  堀  川                   不老川  
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不 老 川  

生 活 環 境 項 目  （ 環 境 基 準 ： E 類 型 ）  

水 素 イ オ

ン 濃 度  

 

生 物 化 学

的 酸 素 要

求  

浮 遊 物 質

量  

 

溶 存 酸 素

量  

 
大 腸 菌 数  

（ ｐ Ｈ ）  （ Ｂ Ｏ Ｄ ） （ Ｓ Ｓ ）  （ Ｄ Ｏ ）  

測

定

地

点  

基 準 値  

 

調 査  

年 月 日  

6 .0 以 上  

8 .5 以 下  

 

 

10 ㎎ / ℓ  

以 下  

 

ご み 等 の

浮 遊 が 認

め ら れ な

い こ と  

２ ㎎ / ℓ  

以 上  

 

 

基 準 値 の

設 定 な し  

 

大

橋  

6 月  1 日  8 . 2  0 . 7  1  1 2 . 4  3 6  

8 月 2 4 日  9 . 6  1 . 0  1  1 7 . 3  2  

1 0 月  5 日  7 . 1  ＜ 0 . 5  ＜ 1  8 . 9  2 8  

1 1 月  2 日  7 . 2  0 . 6  ＜ 1  1 1 . 4  1 2  
 

 

【 課 題 】  

○ 令 和 4 年 度 は す べ て 実 施 で き ま し た が 、 例 年 、 水 量 不 足 に よ る 欠 測 が

あ る た め 、 安 定 し た 流 量 の 確 保 が 必 要 で す 。  

 

令 和 5 年 度 以 降 の 取 組  

○ 令 和 ３ 年 度 か ら 不 老 川 の 水 質 調 査 は 、 年 ４ 回 (６ 月 、 ８ 月 、 10 月 、 11

月 )に 実 施 し て い ま す 。 今 後 も 引 き 続 き 、 定 期 的 に 水 質 調 査 を 行 う こ と

で 、 現 状 把 握 に 努 め 、 水 質 保 全 に 努 め ま す 。  
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望ましい環境像④  

歴史と文化を大切にし、みんなが快適に暮らせ

るまち   

 

【町の取組】  

④  －１  全町一斉清掃の継続実施により、町の美化を図っていく

とともに、町民の美化意識の高揚を図ります。  

  

 【計画の目標】  

町 の 取 組  
平 成 30 年 度  

基 準 年  

令 和 4 年 度  

実 績  

(令 和 3 年 度 末 )  

目 標  

１  全 町 一 斉 清 掃 の 継 続

実 施 に よ り 、 町 の 美 化

を 図 っ て い く と と も

に 、 町 民 の 美 化 意 識 の

高 揚 を 図 り ま す 。  

（ 参 加 人 数 ）  

5 ,398 人  

 

不 明  

（ 中 止 ）  

6 ,000 人  

(令 和 1 0 年 度 )  

【個別の取組】  

令 和 4 年 度 の 取 組 実 績 ・ 課 題  

【 実 績 】  

○ 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 予 防 の た め 、下 記 の と お り 規 模 を 縮 小 し て 全 町

一 斉 清 掃 を 実 施 し ま し た 。  

 ・ 日 時 ： ６ 月 5 日  ８ 時 ～ ９ 時  

 ・ 参 加 人 数 ： 個 人 参 加 で 集 計 な し の た め 不 明  

 ・ 回 収 量 ： 1 ,440ｋ ｇ  
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【 課 題 】  

○ 町 内 に あ る 事 業 者 の 参 加 を 増 や し て い く こ と で す 。  

令 和 5 年 度 以 降 の 取 組  

○ 今 後 も 引 き 続 き 、全 町 一 斉 清 掃 の 継 続 実 施 に よ り 、町 の 美 化 と 町 民 の 美

化 意 識 の 高 揚 を 図 っ て い き ま す 。  

 

望ましい環境像⑤  

みんなで考え、みんなで行動するまち  

 

【町の取組】  

⑤－１  広報みずほやホームページなどにより、環境に関する様々

な情報を提供していきます。  

 

【個別の取組】  

令 和 4 年 度 の 取 組 実 績 ・ 課 題  

【 実 績 】  

○ 広 報 み ず ほ や ホ ー ム ペ ー ジ な ど で 、下 記 の と お り 環 境 に 関 す る 様 々 な 情

報 を 提 供 し ま し た 。  

【 広 報 み ず ほ 】  

 ・ 猫 の 里 親 会 に つ い て  

 ・ 飼 い 主 の い な い 猫 活 動 に ご 理 解 ・ ご 協 力 を  

 ・ 猫 に つ い て の お 願 い  

 ・ ネ コ の 耳 の Ｖ 字 カ ッ ト を ご 存 じ で す か  

 ・ 猫 は 室 内 で 飼 い ま し ょ う  

 ・ 飼 い 主 の い な い 猫 の 不 妊 去 勢 手 術 に つ い て  

 ・ 猫 砂 を 路 上 に 捨 て な い で  

 ・ 犬 と 猫 の 適 正 な 飼 育  

 ・ 犬 の 飼 育 の 際 に は マ ナ ー を 守 り ま し ょ う  

・ 犬 の 登 録 ・ 狂 犬 病 の 予 防 注 射 は 飼 い 主 の 義 務 で す  

 ・ 狂 犬 病 予 防 集 合 注 射  
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・ ペ ッ ト の 終 生 飼 養 に つ い て  

・ ペ ッ ト の 防 災 対 策 を し ま し ょ う ！  

 ・ 野 生 動 物 に 近 づ か な い で ！  

 ・ ア ラ イ グ マ 、 ハ ク ビ シ ン を 見 か け た ら ご 連 絡 く だ さ い  

 ・ ハ チ の 巣 駆 除 用 防 護 服 を お 貸 し し ま す  

 ・ ヒ キ ガ エ ル の 道 路 横 断 に ご 注 意 を  

 ・ ナ ガ ミ ヒ ナ ゲ シ の 駆 除 に ご 協 力 く だ さ い  

 ・ キ ア シ ド ク ガ に つ い て  

 ・ 全 町 一 斉 清 掃  

 ・ 地 球 温 暖 化 防 止 の 取 組  

 ・ 節 電 に ご 協 力 を  

 ・ 環 境 配 慮 行 動 に ご 協 力 く だ さ い  

 ・ 家 庭 の ゼ ロ エ ミ ッ シ ョ ン 行 動 推 進 事 業 の お 知 ら せ  

・ 大 気 環 境 調 査 の 結 果  

 ・ 空 き 地 の 適 正 な 管 理 を  

・ 隣 近 所 に 迷 惑 を 掛 け て い ま せ ん か 。  

・ 西 多 摩 衛 生 組 合 で 可 燃 ご み の 広 域 支 援 を 行 い ま す  

・ 引 越 し に 伴 う ご み は 計 画 的 に 出 し ま し ょ う  

・ や め よ う  ご み の ポ イ 捨 て  

・ 野 焼 き の 禁 止 に つ い て  

 ・ ご み の 出 な い 生 活 を 実 践 し よ う  

 ・ 谷 戸 沢 処 分 場 自 然 観 察 会  

 ・ 二 ツ 塚 処 分 場 見 学  

 ・ リ サ イ ク ル プ ラ ザ を 見 学 し て み ま せ ん か ？  

 ・ オ オ ム ラ サ キ 見 学 会 参 加 者 募 集  

 ・ 処 分 場 見 学 会 参 加 者 募 集  

・ 河 川 や 道 路 側 溝 へ 汚 れ た 水 な ど を 流 さ な い で  

・ 道 路 側 溝 に 油 や 洗 剤 を 流 さ な い で  

・ 放 射 線 量 測 定 器 を お 貸 し し ま す  

・ 浄 化 槽 は 定 期 的 に メ ン テ ナ ン ス を し ま し ょ う  

 ・ フ リ ー マ ー ケ ッ ト 「 み ず ほ 青 空 市 」 出 店 者 募 集  

 ・ 西 多 摩 衛 生 組 合 か ら の お 知 ら せ  

 ・ 瑞 穂 町 の ご み 総 量  
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 ・ 令 和 ３ 年 度 ご み 会 計  

 ・ ご み ・ 資 源 物 収 集 カ レ ン ダ ー の 配 布 に つ い て  

・ 指 定 収 集 袋 （ ご み 袋 ） の 交 付 に つ い て  

・ 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 に 係 る 家 庭 ご み の 出 し 方 に つ い て  

・ 容 器 包 装 プ ラ ス チ ッ ク の 出 し 方  

・ 紙 類 の ご み の 出 し 方 に つ い て  

 ・ 家 庭 で の マ ス ク な ど の 捨 て 方 に つ い て  

 ・ 花 火 や マ ッ チ の 捨 て 方 に つ い て  

 ・ 草 ・ 葉 ・ 枝 の 減 量 に ご 協 力 を お 願 い し ま す  

 ・ 古 紙 の 分 別 、 リ サ イ ク ル に つ い て  

 ・ ご み の 分 別 ・ 減 量 に 一 層 の ご 協 力 を お 願 い し ま す 。  

 ・ 粗 大 ご み の 自 宅 収 集 に つ い て  

 ・ ご み を 減 ら す た め に 、 ち ょ っ と 一 手 間 の ご 協 力 を  

 ・ N O レ ジ 袋 ・ マ イ バ ッ グ キ ャ ン ペ ー ン  

 ・ ご み 排 出 時 に は カ ラ ス ・ 猫 対 策 を  

 ・ 1 0 月 は 食 品 ロ ス 削 減 月 間 で す  

 ・ エ コ パ ー ク フ リ ー マ ー ケ ッ ト 「 み ず ほ 青 空 市 」 の 開 催  

 

【 ホ ー ム ペ ー ジ 】  

 ・ 狂 犬 病 予 防 集 合 注 射  

 ・ ア ラ イ グ マ ・ ハ ク ビ シ ン を 見 か け た ら ご 連 絡 く だ さ い 。  

 ・ 全 町 一 斉 清 掃  

 ・ 瑞 穂 町 環 境 基 本 計 画 に つ い て  

 ・ 環 境 審 議 会  

 ・ 瑞 穂 町 地 球 温 暖 化 対 策 実 行 計 画 （ 事 務 事 業 編 ）  

 ・ 家 庭 の ゼ ロ エ ミ ッ シ ョ ン 行 動 推 進 事 業 実 施 の お 知 ら せ  

 ・ 大 気 中 の 放 射 線 量 測 定 結 果  

 ・ 町 内 で シ カ が 出 没 し て い ま す  

 ・ 犬 、 猫 の 飼 い 主 の 皆 さ ま へ （ お 願 い ）  

 ・ 瑞 穂 町 一 般 廃 棄 物 処 理 基 本 計 画  

 ・所 沢 都 市 計 画 事 業（ 仮 称 ）三 ケ 島 工 業 団 地 周 辺 土 地 区 画 整 理 事 業 に 係    

  る 環 境 影 響 評 価 準 備 書 の 縦 覧 お よ び 説 明 会 の お 知 ら せ  

 ・所 沢 都 市 計 画 事 業（ 仮 称 ）三 ケ 島 工 業 団 地 周 辺 土 地 区 画 整 理 事 業 環 境
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影 響 評 価 準 備 書 に 係 る 公 聴 会 を 開 催 し ま す  

 ・ ご み ・ 資 源 物 収 集 カ レ ン ダ ー  

 ・ ３ Ｒ 促 進 ポ ス タ ー コ ン ク ー ル 作 品 募 集  

 ・ 廃 棄 物 減 量 等 推 進 審 議 会  

 ・ み ず ほ エ コ パ ー ク  

 ・ ド ッ グ ラ ン の ご 案 内  

 ・ 令 和 4 年 度 「 国 蝶 オ オ ム ラ サ キ 見 学 会 」 参 加 者 募 集  

 ・「 令 和 4 年 度 紅 葉 の 谷 戸 沢 処 分 場 自 然 観 察 会 」 参 加 者 募 集 に つ い て  

 ・ 東 京 た ま 広 域 資 源 循 環 組 合 よ り お 知 ら せ  

 ・ 事 業 所 の ご み ・ 資 源 物  

 ・「 レ ジ 袋 の 削 減 及 び マ イ バ ッ グ 持 参 促 進 に 関 す る 協 定 」 参 加 事 業 者  

  紹 介  

 ・ ご 家 庭 か ら 排 出 さ れ る 衣 類 な ど の 布 類 の 出 し 方 に つ い て の お 願 い  

 ・ 小 型 充 電 式 電 池 は 協 力 店 で リ サ イ ク ル を  

 ・ パ ソ コ ン の 宅 配 回 収 の ご 案 内  

 ・【 キ ャ ン ペ ー ン 中 】 家 庭 で 不 用 に な っ た パ ソ コ ン を 無 料 回 収 し ま す  

 ・ リ サ イ ク ル 品 の 販 売  

 ・ 自 宅 療 養 者 が 排 出 す る ご み の 出 し 方 に つ い て  

 ・ご み 収 集 に お け る 熱 中 症 対 策 に つ い て（ 作 業 員 の マ ス ク 着 用 に つ い て ） 

 

【 課 題 】  

○ 環 境 に 関 す る 情 報 は 多 岐 に わ た る の で 、住 民 に わ か り や す く 伝 え る こ と  

が 重 要 で す 。  

令 和 5 年 度 以 降 の 取 組  

○ 今 後 も 引 き 続 き 、 環 境 に 関 す る 様 々 の 情 報 を 提 供 し て い き ま す 。  

 

【町の取組】  

⑤－２  自然環境をテーマにした啓発事業、企画展や講演会など  

町民の自然環境学習に触れる機会を提供していきます。  

 

【個別の取組】重点プロジェクト（３）  

令 和 4 年 度 の 取 組 実 績 ・ 課 題  
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【 実 績 】  

○ 本 ・ 雑 誌 の 無 料 配 布  

 ・ 再 利 用 率 約 40 .1％  

  ※ 公 共 施 設・生 涯 学 習 団 体 等 へ の 配 布 も 、再 利 用 率 に 含 ま れ て い ま す 。 

 

 ① 実 施 日 ： 令 和 4 年 1 1 月 19 日 (土 )、 20 日 (日 )  

  場  所 ： 図 書 館 及 び 地 域 図 書 室 ３ か 所  

 ② 実 施 日 ： 令 和 5 年 3 月 19 日 （ 日 ）  

  場  所 ： 長 岡 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー 図 書 室 （ 長 岡 コ ミ セ ン ま つ り ）  

 

○ 企 画 展 示  

 ・「 知 っ て る ？ み ず ほ の カ エ ル 」  

  ボ ラ ン テ ィ ア 団 体 「 カ エ ル お 助 け 隊 」 と 共 催 の 展 示  

  実 施 期 間 ： 令 和 4 年 6 月 2 1 日 （ 火 ） ～ 7 月 3 日 （ 日 ）  

 

○ 図 書 館 講 座  

 ・「 狭 山 丘 陵 を 読 み 解 く ～ 小 さ な 生 き も の の 視 点 か ら 」  

  講  師 ： 舘 野 鴻 氏 、 谷 亀 高 広 氏  

  実 施 日 ： 令 和 5 年 3 月 25 日 （ 土 ）  

 

【 課 題 】  

 啓 発 事 業 の 企 画 ・ 運 営 に は 関 係 課 や 団 体 等 と の 連 携 が 必 要 と な り ま す 。 

 

【 今 後 の 見 通 し 】  

令 和 5 年 度 事 業 お よ び 事 業 予 定  

 

○ 本 ・ 雑 誌 の 無 料 配 布  

 ① 令 和 5 年 5 月 2 8 日 （ 日 ）  

  武 蔵 野 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー 図 書 室 （ 武 蔵 野 コ ミ セ ン ま つ り ）  

 ② 令 和 5 年 秋  

  図 書 館 及 び 地 域 図 書 室  

 

○ 図 書 館 講 座  
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 ・（ 仮 ） 図 書 館 の 周 り の 樹 木 を 調 べ よ う  

  令 和 5 年 秋  

 

【 実 績 】  

瑞 穂 町 に 生 息 す る 動 植 物 や 自 然 に 関 す る 講 演 会 ・ 企 画 展 を 開 催 し ま し た 。 

 

〇 企 画 展  「 遥 か 太 古 の 瑞 穂 」  

     令 和 ４ 年 ４ 月 ９ 日 （ 土 ） ～ 令 和 ４ 年 ６ 月 １ ９ 日 （ 日 ）  

 

〇 講 演 会 ①「 瑞 穂 町 の 自 然 環 境 ～ 土 地 の 生 い 立 ち ～ 」講 師：角 田 清 美 氏  

     令 和 ４ 年 ６ 月 １ ２ 日 （ 日 ）  

    ② 「 丘 陵 を 飾 る 花 と 私 た ち 」 講 師 ： 久 保 田 鷹 光 氏  

     令 和 ４ 年 １ １ 月 １ ３ 日 （ 日 ）  

    ③ 「 瑞 穂 町 ・ 狭 山 丘 陵 の 植 物 化 石 が 語 る 驚 異 の 第 四 紀 フ ロ ラ 」 

講 師 ： 福 嶋 徹 氏  令 和 ４ 年 １ ２ 月 ４ 日 （ 日 ）  

 

〇 観 察 会 「 瑞 穂 の 野 鳥  探 鳥 会 」 講 師 ： 名 執 修 二 氏  

     令 和 ５ 年 ２ 月 ５ 日  (日 )  

 

○ ふ る さ と づ く り 推 進 事 業  

「 瑞 穂 ふ る さ と 大 学 （ 自 然 コ ー ス ）」 の 実 施  

 

地 域 め ぐ り 「 ナ ラ 枯 れ に つ い て 」 講 師 ： 谷 亀 高 広  

        令 和 ４ 年 １ １ 月 ５ 日 （ 土 ） 参 加 者 ８ 人  

 

  講  座   「 瑞 穂 町 の 自 然 」 講 師 ： 谷 亀 高 広  

        令 和 ４ 年 １ １ 月 ２ ７ 日 （ 日 ） 参 加 者 ２ 人  

   

  検  定   「 瑞 穂 ふ る さ と 検 定 （ 自 然 コ ー ス ）」  

        令 和 ４ 年 １ １ 月 ２ ７ 日 （ 日 ） 参 加 者 ２ 人  

 

〇 ふ る さ と 学 習 「 み ず ほ 学 」  

  「 瑞 穂 の 樹 木 に つ い て 」  
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     令 和 ４ 年 １ ０ 月 ２ ４ 日（ 火 ）第 四 小 学 校 教 室  講 師：谷 亀 高 広  

 

○ 7 月 11 日 （ 月 ） ～ 29 日 （ 金 ） に 、 環 境 問 題 啓 発 パ ネ ル を 役 場 庁 舎 1

階 受 付 脇 に 展 示 し ま し た 。こ の パ ネ ル は 、公 益 財 団 法 人 特 別 区 協 議 会 及

び 一 般 財 団 法 人 環 境 イ ノ ベ ー シ ョ ン 情 報 機 構 よ り 借 用 し た も の で す 。  

 

 

〇 9 月 か ら 10 月 に か け て 、町 内 の 小 学 生 に 対 し て 、み ず ほ リ サ イ ク ル プ

ラ ザ の 施 設 見 学 や 、瑞 穂 町 の 外 来 生 物 に つ い て の 環 境 学 習 を 実 施 し ま し

た 。  

 

【 今 後 の 見 通 し 】  

令 和 5 年 度 事 業 お よ び 事 業 予 定  

 

〇 企 画 展 「 昆 虫 の ふ し ぎ  こ こ が す ご い ！ 」  

     令 和 ５ 年 ７ 月 １ ５ 日 （ 土 ） ～ 令 和 ５ 年 ９ 月 ２ ４ 日 （ 日 ）  

〇 講 演 会 ① 「 丘 陵 の 植 物 “ 種 子 ・ 花 ・ 実 ”」 講 師 ： 久 保 田 鷹 光 氏  

     令 和 ５ 年 １ ０ 月 ２ ２ 日 （ 日 ）  

    ② 「 鳥 の 観 察 初 級 講 座 」 講 師 ： 名 執 修 二 氏  

     令 和 ５ 年 １ ２ 月   ３ 日 （ 日 ）  

〇 観 察 会 ① 狭 山 丘 陵 北 麓 の 植 物 散 策  講 師 ： 谷 亀 高 広 氏  

     令 和 ５ 年 ４ 月 ３ ０ 日 （ 日 ）  

    ② 「 瑞 穂 の 野 鳥  探 鳥 会 (初 夏 ）」 講 師 ： 名 執 修 二 氏  

     令 和 ５ 年 ６ 月 １ ７ 日 （ 日 ）  
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    ③ 「 瑞 穂 の 野 鳥  探 鳥 会 」 講 師 ： 名 執 修 二 氏  

     令 和 ６ 年 ２ 月 ４ 日 （ 日 ）  

〇 ふ る さ と づ く り 推 進 事 業  

    「 瑞 穂 ふ る さ と 大 学 （ 自 然 コ ー ス ）」 の 実 施  

 地 域 め ぐ り 「 ホ タ ル 観 察 会 」 講 師 ： 谷 亀 高 広  

         令 和 ５ 年 ７ 月 １ 日 （ 土 ）  

 講  座   「 瑞 穂 町 の 自 然 」 講 師 ： 谷 亀 高 広  

         令 和 ５ 年 ９ 月 １ ６ 日 （ 土 ）  

 検  定   「 瑞 穂 ふ る さ と 検 定 （ 自 然 コ ー ス ）」  

         令 和 ５ 年 ９ 月 １ ６ 日 （ 土 ）  

 

【 課 題 】  

○ 各 種 事 業 を 実 施 し て い く た め に は 、各 課 及 び 各 種 団 体（ 自 然 科 学 同 好 会

等 ） と の 連 携 が 必 要 で す 。  

 

令 和 5 年 度 以 降 の 取 組  

今 後 も 町 民 の 環 境 学 習 に 触 れ る 機 会 を 提 供 し て い き ま す 。  
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